
頁 訂正箇所 誤 正

59頁 エリブリンの項（下から2行目）
（※第2刷以降は訂正済）

溶解液は生理食塩液を使用し，0.02mg/mL未満
の濃度に希釈しない。

溶解液は生理食塩液を使用し，0.01mg/mL未満
の濃度に希釈しない。

111頁 下から3行目
（※第3刷は訂正済）

・手術不能な局所進行がんに対して…… ・切除不能な局所進行がんに対して……

113頁 例 題　２．
２．大腸がん，胃がんでは術前補助化学療法が
有効とされている。

２．大腸がん，胃がんでは術後補助化学療法が
有効とされている。

261頁 例 題　《治療》　１．
（※第2刷以降は訂正済）

１．胃がんにおけるTNM分類でT3，N1はstage
Ⅲであり，定型手術が一般に行われる。

１．胃がんにおけるTNM分類でT3，N1は

stageⅡBであり，定型手術が一般に行われる。

389頁 例 題 Ａ　５．
（※第2刷以降は訂正済）

５．TNM分類のTの評価には，腫瘍の厚さが用

いられる。厚さが2mmを超えるものはすべてⅡ
期に分類される。

５．TNM分類のTの評価には，腫瘍の厚さが用

いられる。厚さが1mmを超え，2mm以下であ

ればすべてⅠB期に分類される。

390頁
解 答
例 題 A　<解説> ５．
（※第2刷以降は訂正済）

５．厚さが2mm以下でも，潰瘍があればⅡA期
となる。

５．厚さが1mmを超え，2mm以下でも，潰瘍

があればⅡA期となる。

【 正 誤 表 】

ご購入いただきました『がん専門・認定薬剤師のための がん必須ポイント 第3版』（2016年1月発行　第1刷、第2刷、第3刷）におきまして、以下の誤りがござ
いました。
ここに訂正するとともに、深くお詫び申し上げます。
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